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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月28日(2018.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集積回路であって、
　入力電圧リードと、
　高側ゲート駆動出力リードと、
　第１のチャージポンプキャパシタリードと、
　第２のチャージポンプキャパシタリードと、
　基準電圧リードと、
　入力と、前記第２のチャージポンプキャパシタリードに結合される出力とを有するチャ
ージポンプ回路要素と、
　制御入力と、前記チャージポンプ回路要素の出力に結合される電力入力と、前記高側ゲ
ート駆動出力リードに結合される出力とを有するゲートドライバと、
　制御入力と、前記基準電圧リードに結合される第１の端子と、前記入力電圧リードに結
合される第２の端子と、前記第１のチャージポンプキャパシタリードに結合される第３の
端子とを有するスイッチング回路と、
　前記入力電圧リードに結合される入力と、前記スイッチング回路の前記制御入力に結合
される出力とを有する過電圧検出回路と、
　を含む、集積回路。
【請求項２】
　請求項１に記載の集積回路であって、
　前記チャージポンプ回路要素の前記入力が、前記入力電圧リードと前記スイッチング回
路の前記第２の端子とに結合される、集積回路。
【請求項３】
　請求項１に記載の集積回路であって、
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　前記第１のチャージポンプキャパシタリードと第２のチャージポンプキャパシタリード
との間に結合されるチャージポンプキャパシタを更に含む、集積回路。
【請求項４】
　請求項１に記載の集積回路であって、
　前記ゲートドライバが高側ゲートドライバであり、
　前記集積回路が低側ゲートドライバを更に含む、集積回路。
【請求項５】
　請求項４に記載の集積回路であって、
　前記高側ゲートドライバの前記制御入力に結合される第１の出力と、前記低側ゲートド
ライバの制御入力に結合される第２の出力とを有する制御回路を更に含む、集積回路。
【請求項６】
　請求項１に記載の集積回路であって、
　前記チャージポンプ回路要素が、前記チャージポンプ回路要素の入力と出力との間に直
列に接続される少なくとも２つのダイオードを含む、集積回路。
【請求項７】
　請求項１に記載の集積回路であって、
　前記スイッチング回路が、
　前記入力電圧リードに結合される第１の電流導通電極と、前記第１のチャージポンプキ
ャパシタリードに結合される第２の電流導通電極と、前記スイッチング回路の前記制御入
力に結合される制御電極とを有する第１のトランジスタと、
　前記基準電圧リードに結合される第１の電流導通電極と、前記第１のチャージポンプキ
ャパシタリードに結合される第２の電流導通電極と、前記スイッチング回路の前記制御入
力に結合される制御電極とを有する第２のトランジスタと、
　を含む、集積回路。
【請求項８】
　請求項７に記載の集積回路であって、
　前記スイッチング回路が、前記第２のトランジスタの第２の電流導通電極と前記第１の
チャージポンプキャパシタリードとの間に結合される抵抗器を更に含む、集積回路。
【請求項９】
　請求項１に記載の集積回路であって、
　前記スイッチング回路が、前記第１のチャージポンプキャパシタリードを前記入力電圧
リードに結合する第１の状態において動作し、前記第１のチャージポンプキャパシタリー
ドを前記基準電圧リードに結合する第２の状態において動作するように構成可能である、
集積回路。
【請求項１０】
　請求項９に記載の集積回路であって、
　前記スイッチング回路が、前記過電圧検出回路の前記出力に基づいて前記第１又は第２
の状態において選択的に動作するように構成される、集積回路。
【請求項１１】
　請求項１に記載の集積回路であって、
　前記スイッチング回路が、前記入力電圧リードに対して過電圧条件が検出されるか否か
に基づいて、前記第１のチャージポンプキャパシタリードを前記入力電圧リード又は前記
基準電圧リードに選択的に結合するように構成される、集積回路。
【請求項１２】
　請求項１に記載の集積回路であって、
　前記スイッチング回路が、前記入力電圧リード上の過電圧条件を検出することに応答し
て、前記第１のチャージポンプキャパシタリードを前記入力電圧リードから結合解除する
ように構成される、集積回路。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の集積回路であって、
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　前記スイッチング回路が、前記入力電圧リード上の過電圧条件の検出に応答して、前記
第１のチャージポンプキャパシタリードを前記基準電圧リードに結合するように更に構成
される、集積回路。
【請求項１４】
　請求項１に記載の集積回路であって、
　前記チャージポンプ回路要素が、チャージポンプキャパシタを横切る電圧が閾値電圧に
等しくなるまで前記チャージポンプキャパシタを充電するように構成され、
　前記基準電圧リードが、前記過電圧条件の間に前記入力電圧リードによって搬送される
電圧と前記閾値電圧との差より小さいか又は等しい基準電圧を受け取るように構成される
、集積回路。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の集積回路であって、
　前記基準電圧が、前記入力電圧リードによって搬送される電圧と前記閾値電圧との前記
差に等しい、集積回路。
【請求項１６】
　請求項１に記載の集積回路であって、
　前記第１のチャージポンプキャパシタリードと第２のチャージポンプキャパシタリード
の間に結合されるスイッチと、
　前記入力電圧リード上の過電圧条件を検出することに応答して前記スイッチを閉にする
ように構成される制御回路と、
　を更に含む、集積回路。
【請求項１７】
　請求項１に記載の集積回路であって、
　前記第１のチャージポンプキャパシタリードと第２のチャージポンプキャパシタリード
の間に結合されるチャージポンプキャパシタと、
　前記入力電圧リード上の過電圧条件を検出することに応答して前記チャージポンプキャ
パシタを放電するように構成される制御回路と、
　を更に含む、集積回路。
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